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裁判例 I

民事

◎出入国管理及び難民認定法61条の2の

9第4項1号の規定は､同号所定の在留資
格未取得外国人についての行政事件訴訟

法25条2項の要件の判断に直ちに影響

を及ぼさない

難民審査請求棄却裁決効力停止決定に対する

抗告棄却決定に対する許可抗告事件

件名

最高裁判所令和8年（行う）第1号

令和8年5月27日 第二小法廷決定 棄却
■■■■■■■■

抗告人 国

相手方 X

原 審 東京高等裁判所

主 文

本件抗告を棄却する。

抗告費用は抗告人の負担とする。

理 由

抗告代理人坂本三郎ほかの抗告理由について

出入国管理及び難民認定法61条の2の9第4項1

号は､同法61条の2第1項の申請をした在留資格未取

得外国人が､当該申請前に本邦にある間に2度にわたり

同申請を行い､いずれの申請についても同法61条の2

の4第5項2号に該当することとなったことがある者

に該当するときは､同法61条の2の9第3項の規定は

適用しない旨を規定するが、このことが、上記在留資格

未取得外国人についての行政事件訴訟法25条2項の

要件の判断に直ちに影響を及ぼすものとは解されず､同

項の「重大な損害を避けるため緊急の必要があるとき」

に当たるというためには､難民の認定を行うべき相当の

理由がある資料の存在の可能性についての疎明が必要

であるともいえない｡所論の点に関して以上と同旨をい

う原審の判断は、正当として是認することができる。論

旨は採用することができない。

よって、裁判官全員一致の意見で、主文のとおり決定

する。

(裁判長裁判官 岡村和美 裁判官 三浦 守 裁判官

尾島 明 裁判官 高須順一）

L
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Ｆ
■
■
■
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刑事

◎公訴提起後の接見等禁止請求書と刑訴規

則141条又は150条の準用の有無

件名 接見等禁止の裁判に対する準抗告棄却決定に

対する特別抗告事件

(し）第416号

第二小法廷決定 棄却

最高裁判所令和8年

令和8年5月27日

申立人 甲

原 審 束京地方裁判所

主 文

本件抗告を棄却する。

理 由

本件抗告の趣意のうち、判例違反をいう点は、事案を

異にする判例を引用するものであって､本件に適切でな

く、その余は、憲法違反をいう点を含め、実質は単なる

法令違反の主張であって､刑訴法433条の抗告理由に

当たらない。

なお､検察官が公訴の提起後に裁判官に対してした接

見等禁止請求に係る請求書については､検察官に返還す

ることを定めた法令の規定はなく、刑訴規則141条も

150条も準用されないと解すべきであるから､原々審

において本件接見等禁止請求書を検察官に返還したた

めに､同請求書を弁護人に閲覧させないまま原決定がさ

れるに至った点は是認できないが、これは原決定に影響

を及ぼさない。

よって、刑訴法434条、426条1項により、裁判

官全員一致の意見で、主文のとおり決定する。

(裁判長裁判官 高須順一 裁判官 三浦 守 裁判官

岡村和美 裁判官 尾島 明）
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◎刑訴法96条1項の規定により保釈を取

り消す場合において､保釈取消し決定の後

に保釈保証金没取決定をすることの可否

件名 保釈取消し決定及び保釈保証金の全部を没取

する決定に対する抗告棄却決定に対する特別

抗告事件

最高裁判所令和8年（し）第378号

令和8年5月29日 第三小法廷決定 棄却

申立人 甲

原 審 東京高等裁判所

主 文

本件各抗告を棄却する。

理 由

1 本件各抗告趣意のうち､判例違反をいう点につい

て

所論は､刑訴法96条2項に基づく保釈保証金没取決

定を保釈取消し決定とは別の機会にすることができる

とした原決定は、大阪高裁昭和27年（く）第28号同

年9月6日決定･高刑集5巻10号1649頁と相反す

る判断をしたと主張する｡原決定が上記判例と相反する

判断をしたことは、所論指摘のとおりである。

しかしながら、刑訴法96条2項は、保釈保証金を没

取する実体的な要件を定めたものであって､その決定の

時期を限定した規定とは解されず､そのほか保釈保証金

没取決定を保釈取消し決定と同時にしなければならな

いと解すべき根拠はないから、同条1項の規定により保

釈を取り消す場合には､保釈取消し決定の後であっても

保釈保証金没取決定をすることができると解すべきで
｜鐙 書驫塁 一

ある。これと同旨の原決定は正当である。

したがって、所論引用の判例を変更し、原決定を維持

するのを相当と認めるから、所論引用の判例違反は、原

決定取消しの理由とならない。

2 その余の各抗告趣意について

その余の各抗告趣意は、いずれも、憲法違反をいう点

を含め、実質は単なる法令違反、事実誤認の主張であっ

て、刑訴法433条の抗告理由に当たらない。

3 よって、刑訴法434条、426条1項により、

裁判官全員一致の意見で、主文のとおり決定する。

(裁判長裁判官 沖野眞已 裁判官 林 道晴 裁半|｣官

渡辺惠理子 裁判官 石兼公博 裁判官 平木正洋）

I

■
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記事雨最高裁判所判例要旨願

民事

○都道府県公安委員会がしたライフル銃の

所持についての許可を取り消す旨の処分

が裁量権の範囲を逸脱し又はこれを濫用

したものとして違法であるとされた事例

◎人事異動

大分地方・家庭裁判所判事補

東京地方・家庭裁判所判事補 友近仁洸

（5月20日）

静岡地方・家庭裁判所浜松支部判事補

千葉地方・家庭裁判所判事補 中村大樹

（5月21日）

定年退官

東京高等裁判所判事 辻川靖夫

（5月24日）

東京高等裁判所判事

水戸地方裁判所長 河本雅也

水戸地方裁判所長

福島地方裁判所長 野口宣大

福島地方裁判所長

東京地方・家庭裁判所立川支部長 金澤秀樹

東京地方・家庭裁判所立川支部長

さいたま地方・家庭裁判所判事 佐伯恒治

さいたま地方・家庭裁判所半|｣事

東京高等裁判所判事 品川しのぶ

（以上5月25日）

定年退官

仙台簡易裁判所判事 佐藤真人

（5月29日）

依願退官

大阪家庭・地方裁判所岸和田支部判事 岡田総司

依願退官（退官後在外公館）

事務総局秘書課付 野原もなみ

依願退官

静岡地方・家庭裁判所浜松支部判事補 沢田優乃

岐阜地方・家庭裁判所判事補 津田康平

（以上5月31日）

広島地方・家庭裁判所判事

大阪高等裁半|｣所判事 小川紀代子

岡山簡易裁半|｣所判事季

大阪簡易裁判所判事 西嶋一恵

定年退官

三条簡易裁判所半|｣事兼新津簡易裁判所

判事 白井敦広

依願退官

岡山簡易裁判所判事 劒持 誠

（以上6月1日）

村上簡易裁判所判事兼新津簡易裁判所判

事

村上簡易裁判所判事 樋口 豊

r一1

令 和

令8

民集

(行上） 第 25 号

7三小判 破棄自判

3号本誌1 884号

7年

3．2

80巻

ライフル銃の所持についての許可を受けていた者が

ヒグマを駆除するため上記ライフル銃を発射した場合

において、都道府県公安委員会が、上記の者は銃砲刀剣

類所持等取締法（令和6年法律第48号による改正前のも

の）11条1項1号に該当するとしてした、上記許可を

取り消す旨の処分は､次の(1)～(5)など判示の事情の下で

は､裁量権の範囲を逸脱し又はこれを濫用したものとし

て違法である。

(1)上記の発射は､市の鳥獣被害対策実施隊員であった

上記の者に対する市からの出動の要請を契機とし

て行われた。

(2)上記の者は､一旦はヒグマを逃がすことを提案した

ものの､市の職員から住民が強く要望していること

などを理由として駆除を依頼されたため､上記の発

射に及んだ。

(3)上記の発射に至るまでには､市の職員や警察官によ

り付近の住民に対する避難誘導がされていた。

(4)上記の発射がされた地点からヒグマまでの距離は、

18m前後であった。

(5)上記ライフル銃から発射された弾丸は､第三者が把

持していた猟銃の銃床に当たって貫通したが､上記

の発射によって同人に具体的な死傷の結果が生じ

たことはうかがわれない。

（補足意見及び意見がある｡）

閉l
■ロ
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柏崎簡易裁判所判事兼長岡簡易裁判所判

事兼三条簡易裁判所判事

柏崎簡易裁判所判事兼長岡簡易裁判所

判事 黒澤和之

（以上6月2日）
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事務総長

審 議 官

デジタル審議官

家庭審議官

事務総局参事官

秘書課長

広報課長(兼）

今 崎 幸 彦
第 三 小 法 廷

裁 判 官

裁 判 官

裁 判 官

裁 判 官

裁 判 官
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裁 判 官
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総務局長

人事局長

経理局長

民事局長

刑事局長

行政局長(兼

家庭局長

氏 本 厚 司

坂 口 亨

榎 本 光 宏

上馬場 靖

馬 場 俊 宏

補 松 晴 子

椅 松 晴 子

名
子
屋
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惠
子紀

政
友

事務局長

事務局次長
事務局長

事務局孜長
事務局長

事務局次長長官言所長｜讓鳥 庁 名 長官・所長長官・所長庁 名長官、所長庁 宅｢＝ 名ノ」

磯上 睦子

内山 崇

田母神秀一

門脇 浩樹

森 真紀技

平塚 慈隆

加藤 孝宗

〔兼)佐久間誠

（兼)平塚慈隆

佐久間 誠

（兼)加葎孝宗

齋藤 如世

泉 龍也

（兼)鎌田直樹

｛兼)齋藤如世

鎌田 直樹

（兼)泉 魂也

菅沢 潤一

ﾉ｣､野 一癖

（兼)鈴木正之

(兼)昔沢潤一

鈴木 正之

〔兼)ﾉ｣､野，徳

山崎 雄治

熊谷 茂紀

(兼}大lll尚子

（兼)山崎雄治

大川 尚子

（兼)熊将茂紀

大脇 健司

(兼)有満嫡之

(兼)藤原尚子

(兼)膚澤嘉孝

藤原 尚子
(兼)有満蹟之

(兼)大脇健司

古川 広三

山名 聡

片平 淳一

福島 裕美

別府 文

森 茂

(兼)古田張博

(兼)別府 文

(兼)森 茂

(雑)吉田正間

笠岡 英樹

和田 祐介

(兼)東 英和

(兼)笠岡英樹

(兼)東 英和

(兼)和田祐介

松本 茂太

(兼)黒澤郁夫

京都地方｜野田恵司｜白井寛朗
今村 清二

本多 輝芳

〃 家 庭 大島 雅弘 寺峰 功
井上 英樹

神 戸 地 方 徳岡由美子 石田 一樹
大西 章雄

平手 昇吾

(兼)堀江源一

" 家 庭 田中 健治 浅野ゆかり
野寺 洋子

（兼>堀江源一

奈 良 地 方 高松 宏之 児島 知世
岩口 伸一

（兼)井上明日香

〃 家 庭 〃 （兼)児島知世

井上明日香

(兼)岩口伸一

大 津 地 方 福田 修久 千葉 功
中野 正善

（兼)伊藤俊史

〃 家 庭 〃 （兼)千葉 功
伊藤 俊史
（兼）中野正善

和 歌山地 方 酒井 良介 黒瀬 靖弘

高倉 伸弥

(兼)武内寛之

〃 家 庭 〃 （兼)黒瀬靖弘

武内 寛之

（兼)高倉伸弥

富澤賢一郎

黒瀬 宣輝

渡邊 堅司

松本 茂一

小松 隆良

星野 俊也

松村 啓秀

(兼〕坂野喜隆

塚田 智大

大澤 寛久

佐藤 弘行

(兼)小松降良

宮澤 康弘

三吉真理子

山崎 毅

(兼)加茂容子

岸 英範

土屋 智美

(兼)加茂容子

河上 基也

橋本成一一郎

(兼)森 秀樹

椿 礼和

柏木 直

(兼)森 秀樹

山田 雅彦

雨宮 大吾

(兼)小川利香

寺澤 英記

安仲恵美子

(兼.'小川利香

大沼 mll

長坂 浩之

浅沼 浩幸

大瀬 佳子

黒澤 剛

曽田 隆史

(兼)塚田浩崇

(兼)渡邉錯

（兼)黒澤 岡'l

塚田 浩崇

（兼)曽閥隆史

（兼)渡邊揚子

関 俊二

田村光希雄

安原 香里

平jll 晶

今田 義紀

橋本 淳

（兼)高橋聡子

橋爪 智子

三角 宏

（兼)高橋聡子

伊藤竜太郎

松山 卓弥

（兼〕大野真生

(兼)伊藤竜太郎

（兼)大野真生

（兼)松山卓弥

岩崎 光宏

栗林 昭

（兼>高橋博美

（兼)保坂隆典

（兼)岩崎光宏

高橋 博美

（兼)栗林 昭

（兼)保坂隆典

森岡 泰彦

岡元 勇人

植木 佳恵

森田 啓裕

東 京 高 等，堀田 眞哉

知的財産高等｜増田 稔
東 京 地 方 後藤 健

" 家 庭 小出 邦夫

福 島 地 方 金澤 秀樹

〃 家 庭 田口 治美

山 形 地 方 田中 秀幸

〃 家 庭 『’

盛 岡 地 方 菊池 憲久

〃 家 庭 〃

秋 田 地 方 吉井 隆平

〃 家 庭 〃

青 森 地 方 齋藤 清文

〃 家 庭 〃

山 口 家 庭 阿多 麻子

岡 山 地 方 森島 聡

〃 家 庭 関根 規夫

鳥 取 地 方 池上 尚子

〃 家 庭 〃

松 江 地 方 西岡 繁靖

〃 家 庭 〃

横 浜 地 方｜佐々木宗啓

〃 家 庭 任介 辰哉

さいたま地方 竹内 努

〃 家 庭 高山 光明

千 葉 地 方 永谷 典雄

〃 家 庭 松村 徹

松永 智史

花守 英二

永野 秀治

安藤 貴

小田 将士

重田 展孝

坂口 智美

吉田 大輔

(兼)女藤 貴

惠本 学

首藤 修二

（兼)浦添誠司

(兼)恵本 学

浦添 誠司

(兼)首藤修二

坂口 宜隆

寺島 秀樹

(兼)江I11久美子

(兼)中ノ神繁樹

（兼)坂口宜隆

中ノ神繁樹

(兼)汀lll久美子

（兼)寺島秀樹

高崎 ≦宏

古舘 勝敏

（兼)井上宣幸

（兼)高崎 宏

井上 宣幸

（兼)古舘勝敏

横山 勝行

有徳 克彦

杉光 治

新田 朋子

大島 辰哉

中武与志郎

（兼)緒方宏至

（兼)高崎良太

（兼)大島辰哉

緒方 宏至

（兼)高崎良太

(兼)中武与志郎

岩切 一恭

穴井 啓典

（兼)吉田知弘

（兼)岩切一恭

吉田 知弘

（兼)大井啓典

田畑 公昭

我喜屋昌司

大跡 史法

平良 睦

福 岡 高 等 小林

〃 地 方 溝國

宏司

禎久

札 幌 高 等 伊藤 雅人

〃 地 方 小田 正二

〃 家 庭 長瀬 敬昭

函 館 地 方 中村 恭

ﾉノ 家 庭 〃

旭 川 地 方 河本 晶子

井出 正引、

丸山 又生

樽本 光弘

堤 正則

原 佳子

荒川 和良

赤妻 伸子

古川 洋一

菊地 将広

（兼)後藤俊宏

（兼)古川|洋一

（兼)後葎俊宏

須藤 誠

渡辺 皇

(兼)長谷fll砂奈絵

〔兼)須穰 誠

(兼)長谷川砂奈絵

（兼)渡辺 皇

津幡 賢志

松村 美紀

（兼)相馬勝美

（兼)津幡賢志

相馬 勝美

（兼)松村美紀

ﾉノ 家 庭 立川 毅

佐 賀 地 方 波多江真史

ﾉノ 家 庭 ノノ

長 崎 地 方 金地 香枝

宣大

俊哉

達文

水 戸 地 方

〃 家 庭

宇 都 宮 地 方

野口

松田

佐藤

市原 志都

和田 薫

瀬田 正明

坂下 詩織

丹羽 賢一

(兼)佐久間勝徳

谷口 弘城

杉本 朝生

(兼)佐久間勝徳

宮崎 真人

山田 裕平

（旅)福田 真

（兼)宮崎真人

福田 真

（兼)山田裕平

永井 年典

足羽龍太郎

（兼)円中元信

（兼)永井年典

田中 元信

(兼)足羽龍太郎

鈴村 康人

松原 貴弘

(兼)福岡仲治郎

（兼)鈴村康人

(兼)福岡伸治郎

（兼)猛原貴弘

山田 一伸

田中 裕

（兼)富澤将文

（兼>山田一伸

冨澤 将文

（兼)田中 裕

佐野 司

田島 祥子

（兼>'水噴昇治

〔兼)佐野 司

（兼)田島洋子

（兼)永濱昇治

名 古屋 高 等 手嶋あさみ

" 地 方 筒井 健夫

" 家 庭 吉田 彩

津 地 方 山田 耕司

ﾘノ 家 庭 〃

岐 阜 地 方 ′｣､川理津子

F/ 家 庭 ノ'

福 井 地 方 丸田 顕

!『 家 庭 〃

金 沢 地 方 丹羽 敏彦

〃 家 庭 〃

富 山 地 方 高取真理子

家 庭

家 庭

前 橋 地 方 小野寺真也

〃 家 庭 小海 隆貝'」

静 岡 地 方 徳岡 治

〃 家 庭 佐藤 正信

甲 府 地 方 川田 宏一

〃 家 庭 ﾘｸ

長 野 地 方 朝倉 佳秀

〃 家 庭 〃

釧 路 地 方 武藤真紀子

〃 家 庭 ’「

大 分 地 方 柴田 寿宏

" 家 庭 リノ

熊 本 地 方 大西 勝滋

" 家 庭 小野寺優子

鹿 児 島 地 方 中園浩一郎

横山 浩典

白神 純一

佐伯 直哉

森 直行

宮本 昌典

柏井 泰人

神野 彰

塩見 武和

（兼)多田 端

（兼)神野 彰

（兼)塩見武和

（妓)多田 婿

脇本 朋之

前田 明信

（兼)中I|l誠二

（兼)協卒朋之

（兼)中llI誠二

〔兼)前田明信

水野 大平

村岡 恵子

（兼)飯尾竜太

（兼)佐藤 潤

（兼)水野太平

佐藤 潤

（兼)翫尾竜太

I兼)村岡恵了一

高 松 高 等 東 亜由美

〃 地 方 下津 健司

〃 家 庭 野原 俊郎

徳 島 地 方 野口 卓志

〃 家 庭 〃

高 知 地 方 真鍋 秀永

家 庭

家 庭

宮 崎 地 方 久保井恵子

JP 家 庭 〃

那 覇 地 方 片野 正樹

〃 家 庭 松田 道別

新 潟 地 方 三輪

〃 家 庭 内田

方大

博久

家 庭家 廷

賀
迫
野
野
田
中
上
澤

財
倉
宇
上
豊
田
川
廣

松 山 地 方｜山地 修

行
次
浩
子
昭
茂
之
孝

理
孝
勝
宣
政
康
孝
嘉

大 阪 高 等

〃 地 方

村田 吝志

黒野 功久

岩井

永井

関本

黒澤

福岡

松木

望月

木村

－頁

英雄

利一

郁夫

佳織

慎治

玲子

祐司

広 島 高

〃 地

！『 家

山 口 地

等
方

金子 修

井上 直哉

濱口 浩

阿多 麻子

仙 台 高 等

/P 地 方

" ． 家 庭

永渕

守下

松本

健一

実

明敏

根崎

高橋

平泉

軽部

熊谷

修－

慎也

信次

公章

浩三

家 庭

庭
七家 庭 浜本 章引

※事務局孜長の記載11頂は五十音順
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